
シンポジウム実施要項 

 
 

１. 開催趣旨 

日本学生支援機構では、ユニバーサル段階を迎えた大学が、直面する諸課題へ対応していく

ために、学生支援の質の向上や適切な情報を提供することを目的として、専門家で構成する「大

学等における学生支援取組状況調査研究プロジェクトチーム」を設置し、学生支援に関する調

査・研究を進めているところです。 
今般、このプロジェクトの活動の一環として、特に効果が注目されている「ピア・サポート」

をとりあげ、効果的な実施・運用方法および今後の課題等について、調査・研究結果の報告や

パネル・ディスカッション等をとおし、参加者とともに「ピア・サポート」の取組をさらに発

展・充実させるためのシンポジウムを開催することとしました。 
学生支援の体制を整備・推進する立場の方、ピア・サポートを企画・運営している方に多数

ご参加いただけますようお願い申し上げます。 
 

「大学等における学生支援取組状況調査研究プロジェクトチーム」より 

今日、学生に対する関心がかつてないほど高まっています。中教審答申『学士課程教育の構

築に向けて』以来、「学びの主体としての学生」という観点とそのための学生支援が、各大学に

求められるようになってきたためです。このことは、学生支援の意味に大きな広がりを持たせ

ることとなりました。 
学生が学生をサポートする「ピア・サポート」は、支援を受ける学生はもちろんのこと、支

援する学生にとっても、コミュニケーション能力や公共的精神、積極性、広い視野や世界観の

涵養など人間的成長に顕著な効果があり、それがひいては、学生の能動的学びの姿勢に繋がる

ものと期待されています。また、ピア・サポートがキャンパス内の様々な活動の中に位置づけ

られることによって、各大学がデザインする学生支援の枠組に、広さと奥行きがもたらされる

ようになり、キャンパスの空気が活性化される効果もあるようです。 
では、実際に、効果的でニーズに沿ったピア・サポートをどのように企画し、実施・運営し

ていけば良いのでしょうか。また、それは、広く大学教育全体の中で、どのように位置づけら

れるのでしょうか。 
 本シンポジウムにおいては、①ピア・サポートの概要報告（日本学支援機構による『大学、

短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調査』の一部中間報告）、②ピア・

サポート担当者による実践的課題の提示（事前実施した、ファシリテーターのためのワークシ

ョップの成果報告）、③大学教育の全体的枠組の中でピア・サポートをどう位置づけるのかを探

るパネル・ディスカッションによって、ピア・サポートの課題、そして今後の可能性と展望を

求めます。 
 

２. タイトル 

「ピア・サポートのダイナミズムとインパクト～学生が創造するキャンパス空間～」 

 

 



３．主 催  

独立行政法人 日本学生支援機構 

大学等における学生支援取組状況調査研究プロジェクトチーム 

４．期 日 

平成２２年１２月１３日（月） 

５．場 所 

  東京国際交流館 プラザ平成 国際交流会議場 

６．参加対象者 

大学等の教職員 

７．参加定員   

   ２００名 

   ※定員超過の際は、参加申込の先着順にて決定させていただきます。 

８．プログラム 

○ 受付                          １２：００－１３：００ 
 

１．開会                          １３：００－１３：１５  

日本学生支援機構 挨拶      
 

２．基調報告                        １３：１５－１３：３０ 

   国立教育政策研究所 高等教育研究部総括研究官          川島 啓二 氏 
 

３．学生支援の取組状況に関する調査の中間報告  １３：３０－１３：５０ 

（ピア・サポート部分について） 

東北大学 高等教育開発推進センター 高等教育開発部講師  串本 剛  氏 
 

４．ファシリテーター・セッション              １３：５０－１５：０５ 

    「ピア・サポートの法則を探り出そう！」 

九州大学 教育改革企画支援室 准教授                 田中 岳  氏 

九州大学 教育改革企画支援室 特任助教                小貫 有紀子  氏 
 

５．パネル・ディスカッション                １５：１５－１６：３０ 

  「ピア・サポートを大学教育にどう位置づけるか」 

   コーディネーター： 

早稲田大学 文学学術院 教授                          沖 清豪 氏 
 

   パネリスト： 

国立教育政策研究所 高等教育研究部総括研究官          川島 啓二 氏 

   愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室副室長（准教授） 秦   敬治 氏  

   お茶の水女子大学 学生支援センター 准教授              望月 由起 氏 
 

 ６．総括                          １６：３０－１６：４０ 

   国立教育政策研究所 高等教育研究部総括研究官          川島 啓二 氏 
 

 ７．閉会                          １６：４０－１６：４５  

    日本学生支援機構 挨拶 



９．参加申込について 

（１）申込方法 

本実施要項、別紙１－１「参加申込方法について」、別紙１－２「参加申込画面入力項目」

を必ずお読みになり、申込期間中に、日本学生支援機構ホームページよりお申込みくだ

さい。 

（２）申込期間 

平成２２年１１月３０日（火）１７時まで 

（３）参加者決定 

参加申込者が定員を超過した場合は、参加申込の先着順にて決定させていただきますの

で、ご了承ください。 

 

１０．費用等 

  （１）参加費は無料です。 

  （２）参加に係る旅費・宿泊費等は各参加者（校）にてご負担ください。 

 

１１．お問い合わせ 

 独立行政法人日本学生支援機構 
  学生生活部学生生活計画課支援計画係  
 

    担当：堀崎（ほりさき）、大西 
  
〒135-8630 
  
東京都江東区青海２－２－１ 
  
電話：03－5520－6166  FAX：03－5520－6047 

  
E-mail：g-keikaku@jasso.go.jp 


